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チࣙコレートプロジェクト㸦販売㸧ሗ道 

2�2�年2月��᪥ ᇸ⋢┴බ式インスタグラ࣒ 
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チࣙコレートプロジェクト㸦販売㸧 

 せてᇸ⋢┴ෆのⓒ㈌ᗑ、道の駅、༠力企業で販売ࢃ〇㐀した���⟽についてバレンタイン商ᡓに合۔

 販売ではㄪ理科2年඲員が売ሙで᥋ᐈを実施۔
 

＜販売場所＞ 

 【越生町】うめその梅の駅、27,& 

 【川越市】丸広百貨店川越店、�株�タカインフォテクノ 

 【さいたま市】177東日本 埼玉支店 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

各店舗での販売の様子 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【成 果】 

・レシピ㛤発やᑂᰝ会を通じ、,C7スキルや企画力に加えᛮ考力や発表力をྥୖさせることができ 

た。また、ᑂᰝ会㐠Ⴀは生徒の୺体性を高め、地域ㄢ㢟への理解を深めるᶵ会となࡗた。 

・ὶ通や౯᱁設定についても学び。販売活動を通じて、実㊶的な学びをさらに深め、越生町特産品 

3Rと地域ㄢ㢟解Ỵに貢献した。 
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チࣙコレートプロジェクト㸦販売㸧ሗ道 

2�2�年2月��᪥ ᇸ⋢┴බ式インスタグラ࣒ 
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チࣙコレートプロジェクト㸦販売㸧 

 せてᇸ⋢┴ෆのⓒ㈌ᗑ、道の駅、༠力企業で販売ࢃ〇㐀した���⟽についてバレンタイン商ᡓに合۔

 販売ではㄪ理科2年඲員が売ሙで᥋ᐈを実施۔
 

＜販売場所＞ 

 【越生町】うめその梅の駅、27,& 

 【川越市】丸広百貨店川越店、�株�タカインフォテクノ 

 【さいたま市】177東日本 埼玉支店 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

各店舗での販売の様子 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【成 果】 

・レシピ㛤発やᑂᰝ会を通じ、,C7スキルや企画力に加えᛮ考力や発表力をྥୖさせることができ 

た。また、ᑂᰝ会㐠Ⴀは生徒の୺体性を高め、地域ㄢ㢟への理解を深めるᶵ会となࡗた。 

・ὶ通や౯᱁設定についても学び。販売活動を通じて、実㊶的な学びをさらに深め、越生町特産品 

3Rと地域ㄢ㢟解Ỵに貢献した。 
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梅・ゆずの⌧≧とㄢ㢟 梅ジュースのヨ㣧 

【能力・スキル】 

越生町理解・サステナビリティ・デジタルリテラシー・コンセプチュアルスキル  

アントレプレナーシップ 

【関連企業】ᒣ手ㄪ理〇Ⳬᑓ㛛学ᰯ・株式会社タカインフォテクノ 
 
【授業名・プロジェクト名】「㸴ḟ化特産品授業」 
１・㸰・㸱年ㄪ理科７月㸷᪥㸦ⅆ㸧・１１月 「ㄪ理理ㄽ」・「㣗品」で実施 

【授業の概要・狙い】 
・この授業では、越生町の特産品で࠶る梅とゆずについて学び、地域ㄢ㢟解Ỵへの基┙を・⠏くこと 
を目的とする。ෆᐜは、梅とゆずの᱂ᇵの歴史や⌧≧㸦高㱋化、ᚋ⥅⪅୙㊊㸧、梅の✀㢮やブラン 
ド化への取り組ࡳを学ぶ。また、梅ᖸしの作り᪉を動画でど⫈し、越生⊂自のపሷศの特ᚩを理解 
する。 

䞉㸴ḟ産業化の஦౛や商品を紹介し、実㝿にヨ㣗を通じて特産品の㨩力を体㦂的に学ぶ授業を実施す 
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
【成 果】 

・生徒は越生町の特産品や地域の㨩力についてከくを学び、理解を深めることができた。 
「梅やゆずの✀㢮や特長を知れた」「特産品のヨ㣗がᴦしかࡗた」な࡝のኌがከく、実㝿の体㦂を通 
じた学びが効果的でࡗ࠶た。 

・越生のㄢ㢟や特産品に⯆࿡をᣢつきࡗかけとなり、௒ᚋの商品㛤発へのࣔチ࣋ーシࣙンを高める成 
果が得られた。 

【能力・スキル】 

越生町理解・サステナビリティ・デジタルリテラシー・コンセプチュアルスキル  

アントレプレナーシップ 

【関連企業】越生町・越生特産物加工研究所 
 

【授業名・プロジェクト名】「クリス࣐スコンテスト」 
１・㸰・年ㄪ理科１１月・１㸰月１㸷᪥ 「ㄪ理実習」で実施 

【授業の概要・狙い】 

・クリス࣐スコンテストとして、生徒がクリス࣐スにࡩさࢃしいレシピを考案し、完成したᩱ理を෗ 
┿᧜ᙳしたୖで、:(%ᢞ⚊を通じてホ౯を得る取り組ࡳを実施する。 

・１年生はࣃスタ、㸰年生はクリス࣐スケーキをテー࣐に設定し、ㄪ理だけでなく᧜ᙳや表⌧力を☻ 
くᶵ会とする。特に㸰年生は᧜ᙳ෗┿をポスター化し、デࢨイン力も身に付けさせる。 

・ᚑ᮶の⣬፹体でのᢞ⚊を:(%ᢞ⚊にኚ᭦し、඲ᰯ生徒やಖㆤ⪅、関ಀ⪅がཧ加できるᙧを᥇用す 
 る。この取り組ࡳ活動を通じて、学ᰯ඲体の୍体感を醸成し、生徒にとࡗては学ࢇだスキルを実㊶ 
しホ౯される体㦂とする。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【成 果】 

・生徒はㄪ理ᢏ術だけでなく、᧜ᙳや表⌧、ᢞ⚊システ࣒ᵓ⠏を通じてከᵝなスキルを発᥹させ 
る。 

・ಖㆤ⪅や関ಀ⪅からの感᝿により、作品が他⪅にホ౯される実感を得られるようにWEB ᢞ⚊へ 
の⛣行によりཧ加⪅がቑ加し、イ࣋ントのつᶍを拡大することにより、⤖果として、生徒の学びのពḧ

や自ᕫ⫯定感がྥୖする成果が得られた。 
【能力・スキル】 

デジタルリテラシー・コンセプチュアルスキル  

アントレプレナーシップ 

【関連企業】オク࣒サ・࣐ルシェ 
 
【授業名・プロジェクト名】「ᩱ理෗┿᧜ᙳ」 
１年ㄪ理科１㸰月㸳᪥ 「ㄪ理実習」で実施 

【授業の概要・狙い】 

・地元カフェオーナーで࠶り産業実ົᐙ教員でも࠶るὸぢẶの、ᩱ理෗┿᧜ᙳの基♏と応用を学ぶ授 

業。まず、生徒が自ᕫὶで෗┿を᧜ᙳし、そのᚋ、ᵓᅗ、↷᫂、┒り付けな࡝ල体的な᧜ᙳテクࢽ 

ックを学び、෌᧜ᙳを実施する。 

・授業では、ᩱ理෗┿の目的やどⅬを᫂☜にし、美しさやぢる人をព㆑する㔜要性をᙉㄪしさせる。 

さらに、ス࣐࣍の᧯作᪉ἲや᧜ᙳ࣎ックス、レフᯈの活用も紹介してもらう。 

・この授業は、クリス࣐スコンテストでのᩱ理෗┿᧜ᙳにഛえた஦๓学習で࠶るとྠ時に、ㄪ理科の 

活動や㣧㣗業⏺でᙺ❧つ実㊶的なスキルを育むことを目的とする。また、෗┿᧜ᙳを通してぢる人 

のどⅬを考えるᛮ考力の育成も目ᣦす。 

 
 
 
 
 
 
 

ス࣐࣍のᶵ能も活用 ᗙ学で᧜ᙳ᪉ἲを学習 
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梅・ゆずの⌧≧とㄢ㢟 梅ジュースのヨ㣧 

【能力・スキル】 

越生町理解・サステナビリティ・デジタルリテラシー・コンセプチュアルスキル  

アントレプレナーシップ 

【関連企業】ᒣ手ㄪ理〇Ⳬᑓ㛛学ᰯ・株式会社タカインフォテクノ 
 
【授業名・プロジェクト名】「㸴ḟ化特産品授業」 
１・㸰・㸱年ㄪ理科７月㸷᪥㸦ⅆ㸧・１１月 「ㄪ理理ㄽ」・「㣗品」で実施 

【授業の概要・狙い】 
・この授業では、越生町の特産品で࠶る梅とゆずについて学び、地域ㄢ㢟解Ỵへの基┙を・⠏くこと 
を目的とする。ෆᐜは、梅とゆずの᱂ᇵの歴史や⌧≧㸦高㱋化、ᚋ⥅⪅୙㊊㸧、梅の✀㢮やブラン 
ド化への取り組ࡳを学ぶ。また、梅ᖸしの作り᪉を動画でど⫈し、越生⊂自のపሷศの特ᚩを理解 
する。 

䞉㸴ḟ産業化の஦౛や商品を紹介し、実㝿にヨ㣗を通じて特産品の㨩力を体㦂的に学ぶ授業を実施す 
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
【成 果】 

・生徒は越生町の特産品や地域の㨩力についてከくを学び、理解を深めることができた。 
「梅やゆずの✀㢮や特長を知れた」「特産品のヨ㣗がᴦしかࡗた」な࡝のኌがከく、実㝿の体㦂を通 
じた学びが効果的でࡗ࠶た。 

・越生のㄢ㢟や特産品に⯆࿡をᣢつきࡗかけとなり、௒ᚋの商品㛤発へのࣔチ࣋ーシࣙンを高める成 
果が得られた。 

【能力・スキル】 

越生町理解・サステナビリティ・デジタルリテラシー・コンセプチュアルスキル  

アントレプレナーシップ 

【関連企業】越生町・越生特産物加工研究所 
 

【授業名・プロジェクト名】「クリス࣐スコンテスト」 
１・㸰・年ㄪ理科１１月・１㸰月１㸷᪥ 「ㄪ理実習」で実施 

【授業の概要・狙い】 

・クリス࣐スコンテストとして、生徒がクリス࣐スにࡩさࢃしいレシピを考案し、完成したᩱ理を෗ 
┿᧜ᙳしたୖで、:(%ᢞ⚊を通じてホ౯を得る取り組ࡳを実施する。 

・１年生はࣃスタ、㸰年生はクリス࣐スケーキをテー࣐に設定し、ㄪ理だけでなく᧜ᙳや表⌧力を☻ 
くᶵ会とする。特に㸰年生は᧜ᙳ෗┿をポスター化し、デࢨイン力も身に付けさる。 

・ᚑ᮶の⣬፹体でのᢞ⚊を:(%ᢞ⚊にኚ᭦し、඲ᰯ生徒やಖㆤ⪅、関ಀ⪅がཧ加できるᙧを᥇用す 
 る。この取り組ࡳ活動を通じて、学ᰯ඲体の୍体感を醸成し、生徒にとࡗては学ࢇだスキルを実㊶ 
しホ౯される体㦂とする。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【成 果】 

・生徒はㄪ理ᢏ術だけでなく、᧜ᙳや表⌧、ᢞ⚊システ࣒ᵓ⠏を通じてከᵝなスキルを発᥹させ 
る。 

・ಖㆤ⪅や関ಀ⪅からの感᝿により、作品が他⪅にホ౯される実感を得られるようにWEB ᢞ⚊へ 
の⛣行によりཧ加⪅がቑ加し、イ࣋ントのつᶍを拡大することにより、⤖果として、生徒の学びのពḧ

や自ᕫ⫯定感がྥୖする成果が得られた。 
【能力・スキル】 

デジタルリテラシー・コンセプチュアルスキル  

アントレプレナーシップ 

【関連企業】オク࣒サ・࣐ルシェ 
 
【授業名・プロジェクト名】「ᩱ理෗┿᧜ᙳ」 
１年ㄪ理科１㸰月㸳᪥ 「ㄪ理実習」で実施 

【授業の概要・狙い】 

・地元カフェオーナーで࠶り産業実ົᐙ教員でも࠶るὸぢẶの、ᩱ理෗┿᧜ᙳの基♏と応用を学ぶ授 

業。まず、生徒が自ᕫὶで෗┿を᧜ᙳし、そのᚋ、ᵓᅗ、↷᫂、┒り付けな࡝ල体的な᧜ᙳテクࢽ 

ックを学び、෌᧜ᙳを実施する。 

・授業では、ᩱ理෗┿の目的やどⅬを᫂☜にし、美しさやぢる人をព㆑する㔜要性をᙉㄪしさせる。 

さらに、ス࣐࣍の᧯作᪉ἲや᧜ᙳ࣎ックス、レフᯈの活用も紹介してもらう。 

・この授業は、クリス࣐スコンテストでのᩱ理෗┿᧜ᙳにഛえた஦๓学習で࠶るとྠ時に、ㄪ理科の 

活動や㣧㣗業⏺でᙺ❧つ実㊶的なスキルを育むことを目的とする。また、෗┿᧜ᙳを通してぢる人 

のどⅬを考えるᛮ考力の育成も目ᣦす。 

 
 
 
 
 
 
 

ス࣐࣍のᶵ能も活用 ᗙ学で᧜ᙳ᪉ἲを学習 
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【成 果】 

・授業ᚋ、生徒の෗┿᧜ᙳスキルは大ᖜにྥୖした。᫂るさやピントがⰋዲでᩱ理がはࡗきりぢえる 
෗┿を᧜れるようになࡗた生徒は７㸴�㸷㸣に㐩し、⫼ᬒや㓄⨨を工ኵしてᩱ理を㨩力的にぢせᢏ 
術を習得した生徒も ����㸣にୖࡗた。 

・授業を通じて、᧜ᙳᢏ術のࡳならず、ぢる人をព㆑するጼໃが身についたことが☜認された。 

【能力・スキル】 

デジタルリテラシー・コンセプチュアルスキル・ アントレプレナーシップ 

【関連企業】オク࣒サ・࣐ルシェ 
【授業名・プロジェクト名】「㣧㣗ᗑオープンㅮᗙ」 
１年ㄪ理科１㸰月１㸰᪥㸦ᮌ㸧「ᐙᗞ基♏」で実施 

【授業の概要・狙い】 

・「㣧㣗ᗑオープンㅮᗙ」は、カフェオーナーを㸦産業実ົᐙ㸧教員として、アントレプレナーシッ 
プ育成を目的に実施する。 

・生徒は஦๓に、自ศが㣧㣗ᗑを㛤業するなら࡝うするかを考えるಶ人࣡ークを行い、おᗑの名๓や 
ෆᐜ、目⋢商品、❧地な࡝を企画させる。授業では、自身の㛤業⤒㦂を஺え、業ែ・コンセプト設 
定、ターࢤット㑅定、฼┈ࣔデル作成、❧地㑅定、㈨金ㄪ㐩な࡝㛤業‽ഛにᚲ要な知㆑を学ぶ。 

・᝟ሗ発信やリピーター⋓得の㔜要性、⤒Ⴀにおける౯್ᥦ౪や฼┈⋡ྥୖのポイントについてもල体 
的に解ㄝしてもらう。生徒はㅮᗙを通じ、㛤業への⯆࿡や実⌧ྍ能性をල体的に感じてもらう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【成 果】 

・生徒は㣧㣗ᗑ㛤業にᚲ要なプロセスや⤒Ⴀのポイントの୍㒊を理解できた。アンケート⤖果からは、 
ከくの生徒が「いつか自ศでもチャレンジしたい」と回⟅し、特に「自ศのおᗑのコンセプトを考 
えること」に⯆࿡を示した。授業を通じてアントレプレナーシップを育ࡳ、ᑗ᮶のビジネスにᚲ要 

実㝿に᧜ᙳ 自ศで⫼ᬒやᑠ物を工ኵ 

カフェオーナーからの授業 ஦๓授業で考えたおᗑコンセプトを発表

なスキルやどⅬを㣴う成果が得られጞめた。 

【能力・スキル】 

デジタルリテラシー・コンセプチュアルスキル・アントレプレナーシップ 

【関連企業】オク࣒サ・࣐ルシェ 
 
【授業名・プロジェクト名】「⸆⮃を学ぶ」 
１年ㄪ理科１１月１㸱᪥㸦Ỉ㸧「ᰤ㣴で実施」・１月㸱㸮᪥㸦ᮌ㸧「㣗品で実施」 

【授業の概要・狙い】 

・᪥ᮏ⸆科大学との高大連携による⸆⮃をテー࣐にした学習を実施。越生町特産の梅やゆずを⸆⮃レ 
シピに活用することを目ᣦす。 

・オンラインによる஦๓授業では⸆⮃の基ᮏ知㆑を学ぶ。ල体的には、⸆⮃と₎᪉の㐪い、᪥ᮏにお 
ける㣗⸆༊ศやὀពⅬを学び、௒ᚋのㄪ理活動にྥけたᅵྎを⠏く。 

・大学ゼၥを通じて⸆ⲡ園や₎᪉㈨ᩱ㤋をぢ学し、生徒が考案した⸆⮃ドリンクレシピを実㝿にㄪ理 
する。 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
【成 果】 

・஦๓授業を通じて、生徒の⸆⮃や₎᪉に対するイ࣓ージがኚ化し、⸆⮃が೺ᗣ促進にᙺ❧つ身近な 
手ἲで࠶ることを理解できた。特に、⸆⮃と₎᪉の㐪いについて࠶る⛬ᗘᢕᥱし೺ᗣと㣗の関ಀに 
ついての⯆࿡を深めるጼໃがぢられた。 

᪥ᮏ⸆科大学での⸆⮃ドリンク制作 

஦๓オンライン授業 ⸆ⲡ園実習 
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【成 果】 

・授業ᚋ、生徒の෗┿᧜ᙳスキルは大ᖜにྥୖした。᫂るさやピントがⰋዲでᩱ理がはࡗきりぢえる 
෗┿を᧜れるようになࡗた生徒は７㸴.㸷㸣に㐩し、⫼ᬒや㓄⨨を工ኵしてᩱ理を㨩力的にぢせᢏ 
術を習得した生徒も 80.8㸣にୖࡗた。 

・授業を通じて、᧜ᙳᢏ術のࡳならず、ぢる人をព㆑するጼໃが身についたことが☜認された。 

【能力・スキル】 

デジタルリテラシー・コンセプチュアルスキル・ アントレプレナーシップ 

【関連企業】オク࣒サ・࣐ルシェ 
【授業名・プロジェクト名】「㣧㣗ᗑオープンㅮᗙ」 
１年ㄪ理科１㸰月１㸰᪥㸦ᮌ㸧「ᐙᗞ基♏」で実施 

【授業の概要・狙い】 

・「㣧㣗ᗑオープンㅮᗙ」は、カフェオーナーを㸦産業実ົᐙ㸧教員として、アントレプレナーシッ 
プ育成を目的に実施する。 

・生徒は஦๓に、自ศが㣧㣗ᗑを㛤業するなら࡝うするかを考えるಶ人࣡ークを行い、おᗑの名๓や 
ෆᐜ、目⋢商品、❧地な࡝を企画させる。授業では、自身の㛤業⤒㦂を஺え、業ែ・コンセプト設 
定、ターࢤット㑅定、฼┈ࣔデル作成、❧地㑅定、㈨金ㄪ㐩な࡝㛤業‽ഛにᚲ要な知㆑を学ぶ。 

・᝟ሗ発信やリピーター⋓得の㔜要性、⤒Ⴀにおける౯್ᥦ౪や฼┈⋡ྥୖのポイントについてもල体 
的に解ㄝしてもらう。生徒はㅮᗙを通じ、㛤業への⯆࿡や実⌧ྍ能性をල体的に感じてもらう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【成 果】 

・生徒は㣧㣗ᗑ㛤業にᚲ要なプロセスや⤒Ⴀのポイント୍㒊を理解できた。アンケート⤖果からは、 
ከくの生徒が「いつか自ศでもチャレンジしたい」と回⟅し、特に「自ศのおᗑのコンセプトを考 
えること」に⯆࿡を示した。授業を通じてアントレプレナーシップを育ࡳ、ᑗ᮶のビジネスにᚲ要 

実㝿に᧜ᙳ 自ศで⫼ᬒやᑠ物を工ኵ 

カフェオーナーからの授業 ஦๓授業で考えたおᗑコンセプトを発表

なスキルやどⅬを㣴う成果が得られጞめた。 

【能力・スキル】 

デジタルリテラシー・コンセプチュアルスキル・アントレプレナーシップ 

【関連企業】オク࣒サ・࣐ルシェ 
 
【授業名・プロジェクト名】「⸆⮃を学ぶ」 
１年ㄪ理科１１月１㸱᪥㸦Ỉ㸧「ᰤ㣴で実施」・１月㸱㸮᪥㸦ᮌ㸧「㣗品で実施」 

【授業の概要・狙い】 

・᪥ᮏ⸆科大学との高大連携による⸆⮃をテー࣐にした学習を実施。越生町特産の梅やゆずを⸆⮃レ 
シピに活用することを目ᣦす。 

・オンラインによる஦๓授業では⸆⮃の基ᮏ知㆑を学ぶ。ල体的には、⸆⮃と₎᪉の㐪い、᪥ᮏにお 
ける㣗⸆༊ศやὀពⅬを学び、௒ᚋのㄪ理活動にྥけたᅵྎを⠏く。 

・大学ゼၥを通じて⸆ⲡ園や₎᪉㈨ᩱ㤋をぢ学し、生徒が考案した⸆⮃ドリンクレシピを実㝿にㄪ理 
する。 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
【成 果】 

・஦๓授業を通じて、生徒の⸆⮃や₎᪉に対するイ࣓ージがኚ化し、⸆⮃が೺ᗣ促進にᙺ❧つ身近な 
手ἲで࠶ることを理解できた。特に、⸆⮃と₎᪉の㐪いについて࠶る⛬ᗘᢕᥱし೺ᗣと㣗の関ಀに 
ついての⯆࿡を深めるጼໃがぢられた。 

᪥ᮏ⸆科大学での⸆⮃ドリンク制作 

஦๓オンライン授業 ⸆ⲡ園実習 
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・授業ᚋの感᝿では、᪂しい知㆑への⯆࿡や௒ᚋの学習ពḧが高まࡗたことが☜認された。 
【能力・スキル】 

コンセプチュアルスキル・アントレプレナーシップ 

【関連企業】᪥ᮏ⸆科大学 

 
授業名・プロジェクト名】「❧㣗ブッフェを学ぶ」 
㸱年ㄪ理科㸰月～㸱月「総合ㄪ理実習」・「ㄪ理実習」で実施 

【授業の概要・狙い】 

・�月に実施ண定の༞業作品展にྥけ、❧㣗ブッフェᙧ式での㐠Ⴀにᚲ要なスキルの習得を目ᣦす。 

・༞業作品展では、特産品を活用したオリジナルレシピをྵむᩱ理をᢨ㟢しますが、その‽ഛとして、 

ᚲ要なᶵᮦを用いたㄪ理や㓄⮃᪉ἲ、❧㣗ᙧ式特᭷の動⥺設ィ、㣭り付け、┒り付けのᢏ術を学ࡤ 

せる。 

・レストラン業ົをᑓ㛛とするスタッフのᣦᑟを受け、❧㣗ᙧ式に㐺したレシピやㄪ理᪉ἲの考案に 

཯ᫎさせ、この実㊶的な学びを通じて、生徒たちは❧㣗ビュッフェᙧ式の༞業作品展での成ຌを

目ᣦさせる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【成 果】 

・᮶ሙ⪅からは「࣍テルのビュッフェのようだࡗた」「� 年間のດ力がఏࡗࢃた」「生徒の成長を感じ

た」な࡝高ホ౯を得た。ᩱ理の࿡やぢた目に加え、᥋ᐈ㠃でも「ኌかけやㄝ᫂が⣲ᬕらしかࡗた」「㞺 

ᩱ理ごとにჾ㑅び ヨ作ղ 

ᗙ学ビュフエとはఱか 
ヨ作ձ 

ᅖẼがⰋかࡗた」とዲホ。特に、特産品を活用した「タコの梅⫗࿴え」は⤯品とのኌがከかࡗた。䞉ビ

ュッフェ㐠Ⴀを通じて、ㄪ理ᢏ術だけでなくサービスやチー࣒࣡ークの㔜要性を学ぶᶵ会となり、生徒

の自信と実㊶力ྥୖにつながる成果を得た。 

【能力・スキル】 

越生町・サステナビリティ・デジタルリテラシー・コンセプチュアルスキル 

アントレプレナーシップ 

【関連企業】 

 ዪ子ᰤ㣴大学�㤶ᕝㄪ理〇Ⳬᑓ㛛学  ᰯ

 
【授業名・プロジェクト名】「༞業作品展」 
㸱年ㄪ理科㸰月～㸱月㸲᪥㸦ⅆ㸧「総合ㄪ理実習」・「ㄪ理実習」で実施 

【授業の概要・狙い】 

㸱年間の集大成としてẖ年༞業作品展では、おୡヰになࡗたಖㆤ⪅にᯇⰼᇽᘚᙜを᣺る⯙ࡗて 

きたが、コ࣑ュࢽケーシࣙンがうまく取れないሙ㠃もከかࡗた。そࢇな཯┬も㋃まえたうえで௒年ᗘ

は、࣐イスター・ࣁイスクール஦業の୍⎔として越生町の特産品をᩱ理の中に取りධれたビュッフェᙧ

式にスタイルをኚえ㣗஦を通じて、生徒の成長ぶりをಖㆤ⪅にもぢていただき、ಖㆤ⪅、生徒、教ᖌが

自然に஺ὶするᶵ会をቑやしಖㆤ⪅と生徒が⥭ᙇせず作品を㚷賞しヨ㣗するᶵ会をつくる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【成 果】 

生徒が自ら㸱年間のㄪ理実習の集大成として、ビュッフェᙧ式での᥋ᐈの㸳ཎ๎から学びጞめ、企画 

・㐠Ⴀ・設Ⴀにまで関ࢃることで、生徒の自୺性や㈐௵感を㣴うことができた。 
またಖㆤ⪅との✚ᴟ的なコ࣑ュࢽケーシࣙンのሙとなり、実㝿の༞業作品展の⤒㦂は、༞業ᚋにもᙺ 
❧つ㈗㔜なスキルとなࡗた。 

༞業作品展のᵝ子 
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